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報道関係者 各位

新型インフルエンザ感染者の死亡について(172例目)

平成22年1月21日、埼玉県さいたま市より、「新型インフルエンザに感染した疑いのあ

る患者の死亡について」別添の通り情報提供がございましたので、お知らせいたします。

なお、患者の個人情報については、特段のご配慮をお願いいたします。
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報道機関 各位

さいたま市内において、新型インフルエンザに感染した疑いのある患者の死亡が確認

されましたので、炊のとおりお知らせします。なお、 報道に際しては、お亡くなりにな

つた方及びご家族のプライバシーに十分配慮していただくようぉ願いいたします。

新型インフルエンザに感染した疑いのある患者の死亡について

1患者の概要

市内在住の58歳女性

Ⅱ.基礎疾患

慢性肝疾患 (肝硬変)

新型ならびに季節性インフルエンザ用ワクチンの接種歴はありません

家族等のインフルエンザ様疾患はなく、感染経路は不明です

記者発表資料

平成22年 1月21日 (木

問い合わせ先

保健福祉局健康増進課

担当 嘉悦

電話 829・1287 (内)292

Ⅲ.患者の経過

基礎疾患(肝硬変)のため、市内の医療機関 (総合病院) にて、 定期的に外来通院

治療を受けていました。

1月19日 (火) 夕方、全身倦怠感、力が入らない、38.3での発熱があり、同病院の救

急外来を受診。胸部レントゲン検査により肺炎が認められたため、同病院に入院のう

え、酸素投与等の治療を開始。

同20日 (水)、簡易検査によりA型インフルエンザ陽性が確認されたため、タミフル投

与を開始。

同21日 (木)午前2時ごろ急変し、その後も治療を継続していましたが、 甲斐なく、

1月21日 午前7時03分にお亡くなりになりました。

新型インフルエンザの診断確定のためのPCR検査を実施する予定はありません。

Ⅳ.死因

重症肺炎 (A型インフルエンザ感染による)


